
 

「読むこと」「書くこと」領域における授業実践例   

➀  学年・単元名  第６学年「筆者の主張や意図をとらえ、自分の考えを発表しよう」 

② 身に付けたい資質・能力（◎重点指導事項・○関連指導事項） 

◎目的に応じて，文章と図表などを結びつけるなどして必要な情報を見つけたり，論の進め方について考えたりすること。思Ｃ

(１)ウ 

○事実と感想，意見などとの関係を，叙述を基に押さえ，文章全体の構成を捉えて要旨を把握すること。 思Ｃ(１)ア 

○筋道の通った文章となるように，文章全体の構成や展開を考えること。思Ｂ(１)イ 

〇原因と結果など情報と情報との関係について理解すること。知(２)ア 

③ 実践内容及び指導の工夫 

教材「時計の時間と心の時間」を用いて，ICT を活用しつつ，「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に行うこと

で，「主体的で対話的で深い学び」の実現を目指した。そのため，単元構想を以下のように練ることで，それぞれの目指すゴー

ル(児童がやってみたい，できるようになりたいと感じるゴール)を明確にし，その達成に向けて何をどんな順番で学んでいくの

かを児童それぞれが考え，計画して行うことで複線的に追究を進められるようにした。その際，教師の下支えとして，課題解決

に必要な資料を複数準備し，児童はそれらをもとにして，それぞれに学びを進めた。学習計画＋学び方のふり返りを１枚のシー

トとして活用したことで，自分が何をどの順番で学んでいくのかを自分で判断して計画したり，その時間の学び方はどうであっ

たかをふり返って次時に生かしたりすることで学びの連続性を生み出すことができた。また，その時間に自分以外の仲間は何を

学んでいるのかが分かるように，黒板にネームプレートを位置付けて同じ課題をもとに学習している仲間を把握できるようにし

た。それによって，児童が協働的な学びをしやすい環境を作ることができた。 

⑤ 成果と課題（実践するときの留意点など） 

〇やらされる学習から抜け出し，目的をもって学びを進める姿，個人で考え抜く姿，仲間と協働

的に学びを進める姿などが見られ，国語学習に意欲的に取り組む児童が増えた。 

〇学んだことをすぐに自分の説明書に生かすことができるため，自分の作った文章の変化が分か

り，学びが生きて働いたことを実感できた。 

〇最初に作った文章を複製し，最初のまま直さない文章と，どんどん直していく文章と分けてお

くことで，自分の文章がどのように変わったのか，実感しやすい。 

▲個別で学びを進めていくことが難しい児童への指導の仕方を考えていきたい。 

④ 活用したツール 

「Pages」を活用し，単元の最初にモデルを提示し，「自分のお気に入り説明書」を作成した。

児童は自分の好きなものの説明書なので意欲的に行った。しかし，文章を作る上で，もっとわかり

やすく相手に伝えるにはどうしたら良いか，もっと自分の言いたいことに説得力をもたせられない

か，などと「より良く仕上げるために」という壁にぶつかる。その壁を解決するための説得力があ

って分かりやすい説明的文章(時計の時間と心の時間)を紹介し，必然性を感じながら教材に出会う

ようにする。 
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